
善
悪
麟
果
の
内
面
親

齋
　
藤
　

唯
　
信

剛

　
　
凡
そ
善
因
に
よ
う
て
善
果
を
招
き
悪
因
に
よ
う
て
悪
果
を
招
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
新
人
竜
否
定

　
す
る
乙
と
の
雌
寒
な
い
も
の
で
あ
箒
と
い
ふ
こ
と
は
、
敢
て
私
の
辮
す
る
綾
で
竜
な
い
こ
と
で
あ

　
る
が
、
併
し
、
莫
善
因
が
如
穂
に
し
て
善
果
を
招
き
．
叉
悪
因
が
鋪
何
に
し
て
悪
難
を
招
く
か
、
其
内
爾

　
に
立
ち
入
づ
て
掘
察
を
下
す
と
き
は
、
未
π
遽
か
に
蓮
断
ず
る
こ
と
出
來
緯
こ
と
が
あ
る
、
惟
ム
に

　
原
研
悶
結
果
の
闘
酬
係
に
菰
麗
♂
し
は
、
小
藩
教
に
イ
”
は
、
波
製
娑
払
醐
倶
舎
込
繭
等
で
は
、
界
川
囚
に
就
て
轟
ハ
因
四
縁
を

　
立
て
、
結
果
に
就
て
は
野
饗
を
論
き
、
叉
大
桑
教
に
て
は
、
喩
憂
欝
唯
識
論
等
で
は
、
原
囚
に
就
て
十
因

　
四
縁
を
立
て
．
結
果
に
就
て
五
果
を
驚
け
ど
も
、
要
猛
る
に
同
時
の
因
果
と
異
時
の
因
果
と
の
外
は

　
震
い
．
北
ハ
研
学
瞬
時
の
閣
果
轄
察
騎
解
説
縦
へ
呼
誇
・
沁
・
威
．
高
鞍
壷
、
鱗
蘇
稽
∵
呪
障
ハ
．
．
、
∴
甲
．
弧
贈
憎
し
、
駕
．

　
織
時
に
共
露
盤
を
説
く
罵
の
な
云
ぴ
、
蹴
異
縫
の
題
堪
は
時
問
的
爾
漿
で
あ
ウ
て
．
万
物
の
騰
瀧
麹

舗
績
に
つ
き
、
魚
鋤
後
象
相
望
め
て
・
巽
時
に
塾
鰯
係
を
読
一
も
の
を
鷺
ふ
の
で
あ
る
、
現
や
溺
時
の
残

　
　
　
　
　
聾
，
慰
嵩
鎌
の
内
辮
裁
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
九
・
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鷺
雛
欝
叢
　
難
灘
亜
載
醗
　
、
　
　
　
　
　
　
・
　
　
、
　
　
　
、
」
O

果
は
暫
く
措
き
、
異
隠
の
霞
果
に
就
て
考
ふ
る
に
、
既
に
善
閣
あ
れ
は
善
果
を
招
き
、
悪
因
あ
れ
は
悪

果
を
招
く
と
い
ふ
篭
と
は
躍
然
な
れ
ど
竜
蕨
痛
か
も
共
善
悪
の
原
四
は
結
果
を
招
く
黛
て
現
婁
す

る
か
、
決
し
て
然
ら
さ
る
べ
し
、
吾
人
の
精
興
行
爲
は
時
々
灘
や
轄
鍵
し
て
永
く
存
在
せ
す
、
例
へ
は

善
心
を
以
て
口
を
極
め
て
他
を
権
揚
讃
嘆
す
と
せ
む
か
、
其
事
難
行
爲
は
暫
蒔
に
し
て
滅
す
へ
し
、

叉
手
足
を
動
か
し
て
他
の
物
を
奪
ひ
取
る
と
せ
ん
か
、
無
精
単
行
爲
は
亦
暫
時
に
し
て
滅
す
へ
し
、

其
暫
詩
に
し
て
滅
せ
し
精
暴
行
爲
が
、
如
何
に
し
て
當
摩
結
果
を
招
き
得
る
か
、
無
よ
う
有
を
生
す

と
い
ふ
鶏
と
は
．
唯
佛
数
ば
か
ゐ
で
な
く
、
普
癒
の
暴
論
で
竜
許
さ
る
隠
所
で
あ
ろ
う
、
さ
れ
ば
勉
に

何
物
か
あ
壺
て
奮
二
筋
結
果
を
招
き
得
る
竜
の
と
な
さ
勲
ば
な
ら
織
。
是
に
於
て
か
佛
敏
に
、
無

表
鍵
薮
、
色
心
互
重
…
、
種
子
蕪
習
、
翼
知
受
働
…
等
の
説
が
あ
る
の
で
あ
る
。

剛
國

　
擁
竜
吾
人
の
行
爲
を
案
ず
る
に
、
千
差
万
溺
翻
れ
ど
毛
、
身
語
意
の
三
業
よ
う
外
は
な
い
、
其
身
業

は
身
膿
の
動
作
で
あ
う
て
、
語
業
は
言
語
の
薮
動
、
意
業
は
意
識
の
申
で
種
々
分
珊
愚
念
ず
る
心
で

あ
る
、
其
身
業
燈
船
に
は
餐
漁
業
無
表
業
あ
う
て
、
身
膿
の
上
に
種
々
動
作
あ
る
は
是
身
事
業
、
既
身

表
業
を
貸
す
と
伺
書
に
。
原
因
結
果
の
法
器
と
し
て
、
共
結
果
を
招
く
べ
黛
原
因
を
肖
銘
の
身
申
に



　
　
繋
毒
す
、
其
撃
搬
せ
し
原
困
は
無
形
に
し
て
．
此
に
在
套
彼
に
准
う
と
他
に
表
示
す
る
ど
鷹
來
な
い

　
　
か
ら
．
身
無
表
業
と
名
く
る
の
で
あ
る
、
叉
唇
雪
の
闘
に
種
々
な
る
言
語
を
襲
す
は
語
競
業
で
あ
ム

　
　
℃
、
艶
語
罪
業
を
磯
す
と
同
隠
に
、
特
架
其
結
果
を
招
く
べ
き
原
因
を
霞
己
の
身
申
に
盤
嘉
す
、
そ
の

　
　
鍵
駿
せ
し
原
因
を
語
無
鉱
業
と
聡
く
る
こ
と
で
あ
る
、
此
身
無
表
業
と
語
無
表
業
と
は
、
一
た
・
ひ
我

　
　
身
申
に
早
引
す
れ
ば
、
容
易
に
滅
す
る
こ
と
無
く
、
永
く
例
言
し
て
、
其
結
果
を
招
く
ま
で
存
在
す
る

　
　
竜
の
と
す
、
故
に
倶
言
論
に
は
四
位
に
随
流
す
と
云
ふ
て
あ
る
、
此
四
位
と
は
器
品
不
言
心
有
心
無

　
　
心
の
四
の
こ
と
で
、
二
軍
蹴
心
不
二
心
と
は
、
善
悪
無
詑
の
三
二
の
心
を
以
て
、
書
生
の
無
表
に
望
め

　
　
で
．
其
同
性
な
る
を
不
言
・
心
と
名
け
、
異
簸
な
る
を
観
心
と
名
け
π
も
の
で
、
即
ち
善
の
無
表
に
は
、
悪

　
　
論
及
ひ
無
蓋
心
を
観
心
と
名
け
、
警
心
を
不
箴
心
と
名
く
、
毒
悪
の
無
表
に
は
、
善
心
及
ひ
無
認
心
を

　
　
観
心
と
名
け
、
悪
心
を
不
蹴
心
と
名
け
だ
竜
の
で
あ
る
、
叉
．
有
心
無
心
と
は
定
に
入
ム
て
而
慾
5
5
の

　
　
働
て
居
る
問
を
有
心
と
い
ぴ
、
定
に
入
歩
て
心
全
く
働
か
ぎ
る
聞
を
無
心
と
い
ふ
か
の
で
あ
る
、
さ

　
　
れ
ば
観
心
不
法
心
有
心
黙
8
5
と
い
ぶ
は
、
つ
綾
ウ
善
心
の
薩
で
も
悪
心
の
隠
で
竜
．
無
記
心
の
時
で

　
　
竜
、
叉
定
に
入
う
て
無
心
な
る
時
で
竜
．
有
心
の
時
で
竜
、
一
度
醗
顕
せ
し
無
表
は
四
位
に
遜
し
て
容

　
　
易
に
滅
亡
せ
ず
と
云
ふ
意
で
あ
る
、
斯
く
露
語
の
褒
業
以
外
に
身
語
の
無
二
業
を
立
つ
る
撰
以
は
、

癬
　
蕎
入
の
行
爲
な
番
竜
の
は
・
結
果
を
招
揆
で
永
く
現
存
せ
ず
、
そ
の
魏
存
せ
ざ
る
竜
の
が
將
寒
結
果

　
　
　
　
　
、
警
懸
欝
馨
鱒
胸
鱒
鍛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
一
ご
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暫
灘
薪
糞
　
第
鶴
＋
践
蟹
　
　
　
　
　
、
・
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
榊
雛

を
招
く
と
し
て
は
、
厨
謂
無
題
有
果
に
し
て
、
霞
果
の
法
購
に
違
反
す
と
云
は
訟
ば
な
ら
織
、
是
を
以

で
、
設
ひ
身
譜
砧
表
灘
｝
其
動
作
の
止
む
・
と
勝
算
に
溝
滅
す
と
葡
．
之
れ
が
結
…
果
を
溜
…
押
、
べ
き
原
因
と

な
る
竜
の
を
資
己
の
身
膿
申
に
留
存
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
若
し
，
爾
ら
ざ
れ
は
、
彼
如
侮
に
し
て
其

結
果
を
招
ぐ
こ
と
を
得
べ
嚢
や
、
（
蕉
門
學
上
得
に
干
て
論
ず
る
こ
と
あ
れ
ど
も
）
是
れ
落
語
の
表
業

已
外
に
身
語
の
二
重
農
業
を
立
つ
る
競
以
で
あ
舜
て
、
擁
蔦
こ
れ
に
よ
参
て
始
て
能
く
善
因
善
果

悪
霞
悪
果
の
法
姻
虞
回
す
る
菰
と
を
得
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
尤
も
既
勲
業
無
麦
業
は
来
車
鶴
者
か
と
い
ふ
に
就
て
は
、
小
乗
敏
中
薬
婆
多
灘
と
経
量
部
と
共

意
見
を
異
に
し
て
居
る
鴇
先
づ
薩
霊
像
部
て
は
、
身
表
題
は
形
色
を
以
て
盤
と
し
、
身
無
興
業
は
大
種

所
造
の
色
を
以
て
騰
と
し
、
語
表
業
は
聾
を
以
で
鰹
と
し
、
語
無
襲
業
は
大
種
窮
鼠
の
色
を
以
で
膿

と
す
と
云
っ
て
居
る
、
こ
れ
何
赦
な
れ
げ
、
身
聖
業
は
身
膿
の
動
作
な
る
ゆ
へ
、
身
膿
の
動
作
た
る
取

捨
事
案
等
の
霊
智
を
離
れ
て
其
濃
外
に
あ
る
べ
か
ら
ず
、
購
う
て
紅
色
を
以
て
膿
と
す
と
し
箆
る

懲
の
、
又
身
無
定
業
は
、
地
水
火
嵐
の
西
大
壷
に
造
ら
れ
捕
る
身
膿
を
動
作
し
て
、
霞
己
の
身
中
に
璽

呈
せ
し
竜
の
な
れ
ば
、
四
大
種
駈
造
の
色
を
以
て
膿
と
す
と
し
カ
る
慾
の
、
叉
意
表
業
は
、
唇
舌
の
問

に
襲
動
せ
し
言
語
な
る
ゆ
ぺ
、
盤
を
以
て
艦
と
す
と
し
た
る
も
の
、
又
語
蕪
表
業
は
、
四
大
種
に
逡
ら

れ
盛
る
唇
養
を
動
か
し
て
盤
駿
し
カ
る
竜
の
故
、
能
邉
に
随
て
大
種
衡
造
の
色
を
膿
と
し
，
計
る
竜



　
の
で
あ
る
、
然
る
に
経
論
部
で
は
之
と
同
じ
か
ら
ず
．
身
表
記
は
動
身
思
を
以
て
膿
と
し
、
身
無
表
業

　
は
患
の
心
所
の
種
子
を
以
て
騰
と
し
、
語
表
業
は
登
語
愚
を
以
て
膿
と
し
、
語
無
虚
業
は
思
の
心
所

　
の
種
子
を
以
て
膿
と
す
と
云
ぶ
て
居
る
、
こ
れ
何
故
な
れ
ば
、
凡
そ
身
語
意
の
三
業
の
中
、
意
業
は
吾

　
入
の
精
紳
中
に
愚
と
名
く
る
一
種
の
心
霊
が
あ
る
、
既
思
の
心
頭
女
癖
慮
思
、
決
定
思
動
磯
勝
思
と

　
名
く
る
三
種
の
功
能
が
あ
る
、
暁
中
高
慮
思
は
、
或
一
議
を
な
さ
ん
と
し
て
、
先
づ
5
5
申
に
種
々
愚
念

　
す
る
心
で
あ
う
、
決
定
愚
は
、
種
々
思
念
し
麦
其
上
に
、
決
諭
す
る
心
で
あ
る
動
登
勝
馬
は
決
定
し
π

　
上
に
、
い
よ
く
其
事
を
我
身
に
言
行
し
や
う
と
す
る
心
で
あ
る
、
既
動
登
勝
患
の
申
に
、
動
身
患
と

　
薮
語
患
と
が
あ
る
、
動
詩
思
は
驚
に
我
身
を
動
作
せ
ん
と
す
る
心
、
論
語
思
は
唇
面
を
動
か
し
て
將

　
に
語
を
駿
さ
ん
と
す
る
心
で
あ
る
、
此
中
意
業
は
審
慮
患
決
定
思
を
以
て
禮
と
し
、
身
表
門
は
身
継

　
の
動
作
な
れ
ど
窓
、
動
作
せ
ら
れ
疑
点
膿
そ
の
竜
の
に
其
膿
を
求
め
ず
に
、
身
鰹
を
動
作
し
だ
精
騨

　
に
就
て
膿
を
嘉
す
故
、
動
転
思
を
以
て
盤
と
す
と
し
、
身
寄
表
業
は
思
と
幽
く
る
一
種
の
心
所
の
種

　
子
を
以
て
膿
と
し
、
叉
語
論
業
は
言
語
の
畿
露
な
れ
ば
、
言
語
其
竜
の
を
取
ウ
て
膿
と
す
べ
き
な
れ

　
ど
竜
、
言
語
は
畢
覧
受
動
的
の
竜
の
故
、
そ
の
言
語
を
搬
せ
し
能
動
的
古
諺
に
趣
き
を
措
き
窯
、
其
鰹

　
を
定
あ
る
か
抵
、
語
塾
頭
は
露
語
思
を
以
て
膿
と
す
と
し
、
嘉
慶
表
業
は
思
の
心
燐
の
種
子
を
以
て

翻
膿
と
す
と
し
疫
の
で
あ
る
、
蓬
れ
薩
経
爾
部
の
異
な
る
駈
で
あ
ウ
て
薩
婆
多
部
は
多
く
客
競
蘭
に

　
　
　
　
　
覇
　
悪
灘
　
搬
　
鎗
　
麹
　
灘
　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
灘
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欝
撃
凝
、
蹴
　
　
第
麟
桑
甑
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
騰

其
膿
を
示
さ
ん
と
し
、
等
量
部
は
主
事
蘭
に
馬
蝉
を
示
さ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
然
る
に
業
無
表
業
は
携
れ
の
慮
に
在
る
か
、
薩
婆
多
部
熔
は
窃
己
の
身
華
中
に
撃
薮
す
る
と
稻

す
れ
ど
竜
、
自
己
の
身
膿
の
早
れ
の
部
分
で
あ
る
か
、
蒲
竜
糞
己
の
身
膿
は
縁
散
す
れ
ば
勿
ち
過
去

に
落
謝
す
る
懲
の
で
あ
・
る
、
そ
の
懸
去
に
報
謝
し
て
魏
命
存
せ
ぎ
る
身
鎧
が
、
如
韓
に
し
て
無
表
業
を

保
荏
し
得
べ
き
や
、
燈
に
於
て
色
心
互
難
論
滞
る
竜
の
解
き
來
る
こ
と
で
あ
る
。

聯

　
鐸
迦
の
滅
後
凡
そ
剛
百
年
織
は
小
乗
教
は
曲
率
李
麗
な
れ
ど
鯨
、
圃
百
年
己
後
に
至
套
、
主
座
大
『

衆
の
二
大
部
に
分
れ
、
其
上
郡
部
の
申
よ
ウ
、
前
後
に
十
一
部
を
分
賢
し
た
、
製
革
一
部
の
中
、
簸
後
帥

ち
中
墨
四
百
年
の
始
に
分
出
せ
し
竜
の
は
維
量
部
で
あ
る
、
此
輕
鞍
部
は
小
乗
教
申
頗
る
進
歩
螢

潤
せ
し
竜
の
に
し
て
、
佛
滅
九
百
年
頃
に
當
う
出
澄
せ
る
世
親
が
遣
れ
る
供
舎
論
の
如
き
、
薩
婆
多

部
を
本
と
し
つ
短
、
而
竜
理
長
爲
宗
と
し
て
．
考
量
部
に
俘
あ
所
の
多
き
に
見
て
、
竜
．
共
浴
息
は
知
ら

る
箋
こ
と
で
あ
る
、
尤
竜
聖
経
量
部
に
本
経
部
と
末
郡
部
と
が
あ
る
．
本
輕
重
信
鳩
摩
羅
多
の
主
張

ず
る
。
所
で
あ
う
て
、
末
経
部
は
室
繋
馬
多
の
辮
溢
す
る
燐
で
あ
る
、
鳩
摩
羅
多
の
轟
澄
年
代
に
就
て

は
、
早
寒
學
者
の
異
学
日
な
ら
ず
、
或
は
撃
滅
一
百
年
頃
の
入
な
ウ
、
と
い
ひ
或
は
二
百
年
已
後
の
入



　
な
う
と
も
云
ぷ
、
脆
識
論
蓮
記
二
峯
誓
に
細
く
，

　
　
　
膏
油
ゲ
世
後
、
、
一
百
年
中
、
北
天
竺
面
面
翅
羅
國
、
有
鵜
璽
還
多
読
書
温
湯
墾
論
告
九
百
論
嚇
三
五
天
竺
．
有
】

　
　
　
五
大
論
師
嚇
喩
如
臓
露
繊
明
転
”
彊
間
嚇
名
並
欝
血
者
仙
窟
“
斎
場
姦
曲
亦
名
論
喩
師
唱
或
爲
7
此
師
造
齢
喩
髭
論
一
集
ゆ

　
　
　
諸
奇
事
い
名
警
講
師
触
経
籍
之
種
族
、
経
義
以
商
所
詮
縄
爲
“
宗
、
當
時
猶
未
レ
右
弊
経
蔀
一
叢
部
四
百
年
申
、
方

　
　
　
購
笹
故
、

　
之
に
依
れ
ば
佛
滅
一
百
年
中
の
入
な
る
が
如
し
、
然
れ
ど
竜
嘉
し
鳩
摩
蓬
多
を
し
て
、
蓬
摩
阿
育
王

　
の
誌
代
と
す
れ
ば
、
達
幽
静
育
王
は
義
血
二
百
盛
年
の
出
世
故
、
鳩
摩
還
多
は
二
百
年
の
後
三
百
年

　
の
始
め
の
贋
の
人
な
る
べ
し
、
何
れ
に
し
て
竜
、
本
経
部
は
そ
の
鳩
摩
選
多
を
以
て
師
と
し
π
こ
と

　
で
あ
る
、
叉
室
論
叢
多
は
鷹
に
山
面
と
い
ふ
、
佛
滅
四
百
年
の
始
あ
上
座
部
よ
う
分
議
し
た
る
経
量

　
部
の
師
な
れ
ば
、
其
繊
燈
の
年
代
は
湿
す
ま
で
竜
な
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
然
し
て
莫
本
下
部
の
鳩
摩
羅
多
に
於
て
は
色
心
長
齢
論
な
る
巻
を
立
つ
、
薩
婆
多
野
部
の
癩
く
、

　
無
二
業
は
我
身
殿
中
に
留
存
す
と
し
て
竜
、
我
等
若
し
無
色
界
に
盤
し
た
晴
は
、
膚
己
の
身
膿
な
き

　
故
、
共
隠
は
無
表
業
即
ち
種
子
竜
亦
無
く
叢
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
織
、
之
に
依
う
て
若
し
心
の
中
に

　
蕪
む
慮
む
と
せ
ぱ
、
心
の
垂
く
無
く
な
る
と
い
ふ
無
心
定
競
入
う
た
時
は
如
穂
に
す
べ
き
か
、
唯
心

鑓
　
に
蕪
し
止
む
と
し
て
込
、
叉
搾
乳
膿
に
嘉
し
止
む
と
し
て
も
、
穂
れ
に
し
て
竜
支
障
を
生
ず
る
か
ら

　
　
　
　
　
鞍
懸
搬
蛾
　
の
　
熱
灘
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
蹴
　
・
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欝
総
、
醗
究
　
　
鶏
醗
や
灘
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

経
部
は
色
魏
と
心
と
に
互
に
蕪
す
と
す
る
の
響
あ
る
、
撫
し
有
藩
と
し
て
色
雛
鳥
の
二
者
劔
れ
か

　
　
　
　
ぞ
・
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

心
に
黙
し
読
む
と
す
る
砂
で
あ
る
，
薩
婆
多
部
で
は
心
心
等
無
鶴
縁
あ
鼻
と
す
る
幾
へ
無
心
定
龍

入
ウ
て
出
定
す
る
時
、
其
等
無
闘
緑
に
ょ
う
て
説
話
す
れ
ど
竜
，
色
法
に
は
等
無
下
縁
無
し
と
す
る

ゆ
へ
無
色
界
に
生
ぜ
し
も
の
が
色
法
を
生
ず
る
時
、
薩
孤
客
部
は
随
分
其
説
醗
に
困
難
を
畳
へ
る

こ
と
で
あ
る
Q

　
然
る
に
此
色
心
子
壷
論
に
降
し
、
色
心
の
二
者
は
永
久
に
春
在
す
る
竜
の
で
は
な
い
、
そ
の
存
在

せ
ぎ
る
も
の
が
如
何
に
し
て
其
結
果
を
招
く
譲
で
色
心
の
種
子
を
執
持
す
る
こ
と
が
出
來
や
う

か
、
贔
に
於
て
、
末
維
部
は
、
其
色
心
互
薫
論
を
措
て
細
の
意
識
な
る
竜
の
を
立
つ
る
乙
と
で
あ
る
、
異

部
宗
輪
論
に

　
有
酬
甲
根
遽
蕊
【
有
二
昧
蔽
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

の

と
は
、
こ
れ
末
経
部
の
立
つ
る
厨
で
あ
う
て
述
認
づ
鷹
に
之
を
思
し
♂
㌦
、

　
一
昧
者
、
帥
無
始
已
家
展
轄
蔀
合
議
蒋
．
即
細
意
議
、
曾
不
淘
籔
此
鼻
熊
爽

と
あ
る
、
潤
れ
吾
人
起
無
始
巳
來
繊
績
し
て
、
断
滅
せ
ざ
る
細
の
意
識
な
る
嬉
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ



に
種
子
を
保
存
し
て
滅
せ
ぎ
る
故
、
善
悪
躍
果
の
通
弊
竜
鼓
に
成
立
す
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
斯
の
如
く
四
部
に
於
て
は
、
本
経
部
に
色
心
互
蕪
論
を
立
て
、
末
生
部
に
細
の
意
識
な
る
竜
の
を

立
て
、
、
羅
馬
の
意
識
が
種
子
を
保
存
す
る
か
ら
、
能
く
瞬
果
の
關
係
を
調
絶
し
て
、
善
因
に
よ
ウ
て

善
果
を
招
き
、
懇
因
に
よ
う
．
て
悪
果
を
招
き
得
と
す
る
の
で
あ
る
の

羅

　
　
既
に
末
面
部
に
於
て
細
の
意
識
を
立
て
、
意
識
受
壷
を
説
け
ど
罵
、
意
識
の
如
何
な
る
竜
の
か
未

　
だ
審
か
で
な
い
、
然
る
に
大
乗
唯
識
の
敏
理
に
於
て
は
、
阿
頼
耶
識
な
る
竜
の
を
立
て
、
種
手
蕪
習
の

　
義
を
説
て
、
囚
果
の
關
係
を
明
か
に
し
て
居
る
、
其
所
謂
種
子
と
は
事
物
褒
生
の
原
因
で
あ
套
て
、
署

　
入
善
を
爲
ぜ
ば
共
選
の
原
因
を
、
悪
を
爲
せ
ば
其
悪
の
原
因
を
嶽
己
に
震
習
す
る
ゆ
へ
、
設
ひ
吾
人

　
の
行
爲
．
が
暫
時
に
滅
し
て
も
、
介
せ
ら
れ
た
種
子
が
滅
せ
ず
し
て
永
く
存
績
す
る
か
ら
。
其
種
子
に

　
悠
縛
糞
簗
藁
く
董
か
壽
と
す
る
の
で
曇
榊

　
　
凡
そ
種
子
と
幽
す
る
に
は
、
鍮
伽
論
に
蟹
れ
ば
七
義
を
具
へ
訟
ば
な
ら
澱
と
し
、
唯
識
論
に
依
れ

　
ば
六
義
を
具
へ
ね
ば
な
ら
織
と
し
て
あ
る
、
今
且
ら
く
唯
識
論
に
依
れ
ま
演
唱
は
刹
那
滅
の
義
、
刹

蹴
那
と
は
幾
士
の
雲
霞
の
闘
に
九
ナ
の
剃
那
あ
う
と
竜
痛
し
て
難
題
聴
毛
短
き
闘
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
三
悪
購
、
鍛
　
の
　
内
r
鋤
、
鞭
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
灘



　
　
　
　
　
三
三
研
麹
　
　
第
駕
率
灘
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廟
八

聡
　
離
…
短
き
問
に
生
滅
す
る
と
い
ふ
意
瞭
に
て
、
凡
そ
原
閣
と
な
る
べ
き
竜
の
は
．
必
ず
生
滅
鍵
化
の
竜

1

　
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
若
し
生
滅
墾
化
し
な
い
竜
の
撒
ら
ば
、
講
習
に
墾
化
が
な
い
か
ら
、
そ
れ
よ

　
ウ
物
を
生
ず
る
作
用
の
あ
る
べ
黛
筈
が
な
い
、
依
て
先
つ
第
一
條
件
と
し
て
刹
那
滅
で
獄
け
れ
ば

　
な
ら
澱
と
し
控
の
で
あ
る
、
第
二
は
果
倶
有
の
義
、
原
因
と
い
は
る
㌦
竜
の
は
、
興
所
生
の
結
果
に
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
む
る
に
、
能
生
と
所
生
と
典
に
現
に
翻
合
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
と
す
る
の
．
で
あ
る
、
換
言

　
せ
ば
、
能
生
の
種
子
と
所
生
の
昼
行
の
結
果
と
は
、
二
者
同
時
に
し
て
．
頻
離
れ
ざ
る
竜
の
で
な
け
れ

　
ば
な
ら
繊
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
こ
れ
原
嗣
は
麗
果
あ
う
て
始
て
其
の
名
を
得
る
竜
の
で
、
結
果
な

　
き
に
原
因
と
い
ふ
竜
の
－
、
み
あ
ろ
う
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
、
絶
し
≧
れ
は
種
子
生
群
行
の
揚
合

　
に
於
て
の
こ
と
で
あ
る
、
第
三
は
恒
随
轄
の
義
、
原
因
と
興
せ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
長
き
問
漸
増
す
る

　
こ
と
な
く
、
前
後
織
績
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
融
、
飼
せ
な
れ
ば
華
々
欝
欝
し
て
間
断
す
る
竜

　
の
な
れ
ば
、
原
因
に
し
て
未
だ
結
果
を
招
か
ざ
る
雨
に
減
し
誓
う
、
趣
に
善
の
原
因
に
し
て
善
の
結

　
果
無
く
悪
の
千
国
に
し
て
悪
の
結
果
無
き
竜
の
あ
る
に
至
ら
ん
、
若
し
然
る
と
き
は
、
是
れ
燐
謂
有

　
因
選
果
に
し
て
、
眞
の
原
因
と
い
ふ
竜
の
で
は
次
い
、
依
て
種
子
と
い
は
る
べ
き
竜
の
は
、
必
ず
恒
随

　
蒋
に
し
て
、
長
時
間
前
後
縫
績
し
て
、
断
絶
せ
ざ
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
楓
と
す
る
の
で
あ
る
、
第

　
四
、
は
牲
決
定
の
養
、
蕎
の
原
顕
は
必
ず
警
の
結
果
を
、
悪
の
原
因
は
必
ず
悪
の
結
璽
を
招
く
と
い
ふ

塾



　
や
ぶ
に
、
其
性
質
決
定
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
獄
ら
織
、
若
し
欝
に
し
て
悪
を
招
き
、
悪
に
し
て
善
を

　
招
く
や
ふ
の
こ
と
あ
う
と
せ
ぱ
、
其
は
油
壷
な
み
原
因
φ
、
薄
い
と
す
る
の
で
あ
る
、
第
五
は
待
衆
縁

　
の
義
、
善
悪
の
原
因
が
結
果
を
招
く
に
．
喉
燕
己
の
扁
因
の
み
で
招
く
竜
の
で
な
く
、
必
ず
溌
多
の
助

　
縁
を
待
謡
ね
ば
な
ら
滋
と
す
る
の
で
あ
る
、
第
六
は
引
愈
愈
の
義
、
原
因
な
る
竜
の
は
、
心
よ
参
物
を
、

　
物
よ
う
心
を
生
ず
と
云
ふ
こ
と
無
く
善
．
心
は
善
心
の
結
果
を
，
悪
心
は
悪
心
の
結
果
尊
い
ふ
や
ふ

　
に
、
必
ず
爲
果
を
招
く
竜
の
で
な
け
れ
ば
覆
ら
級
と
す
る
の
で
あ
る
、
要
す
る
に
．
吾
人
善
を
爲
せ
ば

　
其
善
を
、
悪
を
撫
せ
ば
其
悪
の
種
子
を
禽
己
に
白
む
る
か
ら
、
共
に
ょ
う
て
將
兼
其
結
果
を
招
き
得

　
る
愁
の
で
あ
う
て
、
菰
竜
其
種
子
と
調
は
る
㌧
竜
の
に
は
、
此
六
義
を
具
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の

　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
㌧

　
　
然
る
に
共
種
子
は
語
れ
の
慮
に
在
る
か
、
種
子
を
保
持
す
る
竜
の
は
叉
必
ず
四
面
の
挫
、
質
を
具

　
へ
陀
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
繊
と
規
定
す
る
が
頼
耶
受
重
…
詮
で
あ
る
、
其
所
謂
四
掴
の
性
質
と
は
、

　
一
に
面
住
性
、
二
に
無
記
性
、
三
に
可
蕪
牲
、
四
に
能
蕪
と
共
に
湘
合
す
る
性
で
あ
る
、
此
申
第
一
の
堅

　
往
性
と
は
、
種
子
を
保
持
し
得
る
竜
の
は
、
始
無
慮
性
質
を
換
へ
る
こ
と
無
く
、
μ
類
に
縫
擁
し
て
噺

　
面
す
る
左
な
き
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
若
し
然
ら
ず
し
て
、
聴
摩
其
性
質
を
愛
心
し
問
断
ず
る

燭
竜
の
な
ら
嫁
其
問
著
す
葛
と
共
「
に
容
子
竜
筋
々
繕
し
て
、
結
果
を
招
く
菰
と
出
凍
な
い
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
審
、
三
三
譲
画
趣
三
三
　
　
一
・
・
、
、
，
・
　
、
、
三
＼
溌
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．
三
三
醗
微
　
第
鐵
牽
滅
號
　
　
　
、
　
　
零
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
　
，
“
δ

る
、
第
二
の
無
読
性
と
は
、
凡
を
物
の
性
質
に
善
と
悪
と
無
詑
と
の
三
つ
あ
る
中
、
種
子
を
保
持
蜜
べ

き
竜
の
は
、
善
と
悪
と
に
背
反
せ
ざ
る
雰
蓉
雰
悪
の
無
認
性
で
な
け
れ
ば
獄
ら
臓
と
す
る
の
で
あ

る
、
若
し
然
ら
ず
し
て
、
逆
軍
若
く
は
悪
性
の
竜
の
な
ら
ば
，
β
と
悪
と
は
正
反
勢
で
あ
る
か
ら
、
善
挫

の
竜
の
は
悪
の
種
子
を
保
持
し
、
又
悪
姓
の
慈
の
は
・
讐
の
種
子
を
保
持
す
る
≧
と
能
は
ざ
る
べ
し
、

然
る
に
無
難
性
の
竜
の
は
、
善
と
悪
と
の
二
性
に
背
反
せ
な
い
か
ら
、
善
悪
無
認
の
繹
ひ
な
く
逼
し

て
一
切
の
種
子
を
保
持
す
る
こ
と
が
幾
到
る
と
す
る
の
で
あ
る
．
第
三
可
索
性
と
は
、
門
前
の
二
義

を
具
ム
る
ば
か
う
で
な
く
、
叉
其
体
禮
資
在
に
し
て
飽
に
随
ふ
こ
ど
無
く
、
而
も
其
性
質
有
爲
法
ヂ
、

な
け
れ
ば
な
ら
滋
と
す
る
の
で
あ
る
．
樗
ぜ
な
ら
ば
、
若
し
肖
在
で
な
い
竜
の
は
．
舞
用
劣
等
で
あ
る

か
ら
種
子
を
保
持
す
る
功
用
な
く
、
又
質
膿
常
器
に
し
て
礎
化
し
な
い
慈
の
は
、
蕪
を
受
け
て
種
子

を
保
持
す
る
だ
け
の
カ
な
い
と
す
る
か
ら
で
あ
る
、
第
四
能
露
と
典
に
灘
合
す
る
性
と
は
、
唯
前
の

三
義
を
具
ぶ
る
ば
か
り
で
な
く
、
種
子
を
保
持
す
る
蔦
の
は
、
能
く
種
子
を
蕪
す
る
鮨
蕪
と
同
時
同

魑
に
し
て
、
能
蕪
と
所
蕪
と
灘
合
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
．
若
し
然
ら
ぎ
れ
ば
、
假
ひ
前
三
義

を
具
ム
る
と
竜
、
種
子
を
保
持
す
る
こ
と
能
は
ず
と
す
、
何
ぜ
観
れ
ば
、
自
他
互
に
相
望
む
る
に
、
膚
己

は
、
他
人
の
種
子
を
保
持
し
、
他
人
は
脅
己
の
種
子
を
保
持
す
る
こ
と
出
凍
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
土
の
細
事
を
具
ふ
る
竜
の
は
、
吾
入
の
肉
鎧
精
鱒
の
中
何
者
な
る
か
と
い
へ
ば
、
喉
第
八
識
阿



　
　
醗
恥
の
み
な
参
と
す
る
こ
と
で
あ
る
．
其
故
は
吾
人
の
心
に
総
じ
て
八
種
あ
る
中
、
第
八
の
阿
蕊
恥

　
　
識
は
、
無
始
二
塁
一
類
に
根
碧
し
て
中
絶
す
る
之
と
獄
い
が
ら
、
第
一
の
住
田
性
の
義
が
あ
る
、
叉
第

　
　
八
識
は
莫
蛙
質
無
覆
無
二
に
し
て
葬
善
罪
悪
で
あ
る
か
ら
第
二
の
無
援
牲
の
義
が
あ
る
、
叉
第
八

　
　
識
は
心
王
と
心
志
の
中
心
王
に
し
て
、
他
に
從
て
起
る
心
燐
の
如
き
で
な
く
．
而
上
士
爲
と
無
爲
と

　
　
の
申
、
無
爲
法
で
な
い
か
ら
、
可
蕪
性
の
義
が
あ
る
、
叉
第
八
識
は
一
切
有
情
に
各
第
八
識
あ
う
て
、
寝

　
　
己
の
第
八
識
は
膚
己
の
爲
せ
る
善
悪
の
原
図
罵
る
種
子
を
保
持
す
る
か
ら
、
第
四
の
能
蕪
と
共
に

　
　
和
合
す
る
義
が
あ
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
種
子
を
保
持
し
得
る
菟
の
は
、
猫
第
八
識
の
み
な
ウ
と
す

　
　
る
の
で
あ
る
、

　
　
　
斯
の
如
く
唇
入
は
警
を
爲
せ
ば
信
管
の
種
子
を
、
悪
を
愛
せ
ば
其
悪
の
種
子
を
第
八
識
に
蕪
す

　
　
る
か
ら
、
設
ひ
其
善
を
爲
し
野
土
を
爲
す
行
器
の
去
ウ
て
無
く
な
垂
て
も
．
既
に
蕪
、
せ
し
鍾
子
は
、
購

　
　
滅
す
る
こ
と
無
く
、
菰
後
縫
上
し
て
、
第
八
識
中
に
存
在
す
る
か
ら
、
當
來
其
結
果
を
招
く
こ
と
を
得

　
　
と
す
戯
れ
ば
善
悪
因
果
の
内
野
に
立
ち
入
う
て
、
善
因
が
如
何
に
し
て
善
果
を
招
き
、
又
悪
因
が
如

　
　
繍
四
に
し
て
悪
M
果
を
初
瓢
く
か
と
推
究
し
て
竜
、
第
八
識
輯
か
簾
牒
エ
ψ
を
保
持
す
る
ゆ
へ
、
何
等
の
支
随
一
蜘
幽
く

　
　
説
明
し
得
ら
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

器
楽
愁
其
種
子
に
就
履
種
子
は
唯
海
蕪
習
に
蒋
ち
て
生
す
る
尾
の
か
將
π
蕪
響
を
欝
疫
ず
に
挙

　
　
　
　
　
・
、
鞍
悪
醗
蟻
紬
一
晒
、
灘
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
鷺
／



　
　
　
　
　
欝
攣
欝
魏
　
第
騰
牽
蕊
醗
　
　
　
　
旨
　
　
　
　
　
　
、
ド
　
　
　
　
　
禰
三
　
　
－

爾
　
霞
石
在
す
る
竜
の
か
と
の
問
題
が
あ
る
、
此
顧
慮
に
癒
し
て
印
度
吉
代
に
凡
そ
三
厩
の
設
か
あ
る
、

1

　
其
一
は
新
自
讃
で
あ
蚤
で
、
種
子
は
先
天
固
有
の
竜
の
で
無
く
、
我
等
が
無
始
己
來
善
を
爲
ぜ
ば
其

　
善
を
、
悪
を
話
せ
ば
其
悪
の
種
子
を
心
す
る
か
ら
．
そ
の
種
子
よ
う
し
て
百
般
の
続
物
を
生
じ
來
る

　
竜
の
と
す
る
の
で
あ
る
、
其
二
は
本
有
論
で
あ
ら
て
、
種
子
は
我
等
の
蕪
を
待
ち
て
始
て
有
る
で
な

　
く
、
本
來
固
有
の
竜
の
で
、
幽
幽
來
固
有
の
種
子
が
緑
に
曲
れ
事
に
托
し
て
議
論
し
來
る
恵
の
で
あ

　
る
、
故
に
設
ひ
我
等
が
善
を
焦
し
悪
を
継
し
て
、
第
八
識
に
黒
蜜
す
る
と
し
て
竜
、
そ
れ
は
増
長
す
る

　
ば
か
う
で
あ
ヶ
て
、
別
に
薪
に
種
子
を
生
ず
る
竜
の
で
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
其
三
は
瓢
奮
合
生

　
説
で
あ
う
て
．
第
一
設
の
如
く
礎
だ
新
に
煎
ず
る
奄
の
と
せ
ず
．
叉
第
二
義
の
如
く
雁
だ
本
來
固
有

　
の
竜
の
と
も
せ
ず
、
新
左
に
黒
ず
る
種
子
竜
あ
れ
ば
藤
本
來
國
有
の
種
子
竜
あ
う
と
し
て
．
つ
裟
り

　
折
衷
説
を
主
張
し
て
贋
る
の
で
あ
る
、
此
三
詮
の
中
、
喉
識
論
で
は
第
三
の
読
を
取
ウ
て
勝
れ
海
ム

　
と
し
て
居
る
竜
、
今
は
そ
れ
等
の
こ
潜
を
詳
塗
す
る
必
要
は
な
い
、
唯
第
八
識
申
に
善
悪
の
種
子
を

　
保
存
す
る
か
ら
、
其
種
子
よ
う
善
悪
の
結
果
を
生
じ
來
る
こ
と
が
串
豪
る
の
で
艦
あ
る
と
拙
し
て
擢

　
け
ば
、
そ
れ
で
宜
し
き
之
と
㌧
思
ふ
凸
句

五



　
　
既
に
第
八
識
に
種
子
を
保
存
す
る
か
ら
、
設
ひ
我
等
の
血
忌
行
爲
が
懸
疇
に
し
て
止
む
と
竜
、
蒋

　
來
其
果
を
招
く
こ
と
を
得
る
趣
を
能
い
π
、
然
る
に
館
面
識
は
生
滅
に
渉
る
現
象
界
中
の
剛
事
象

　
に
過
窪
澱
、
面
し
て
事
象
に
は
豪
語
膿
の
存
在
を
豫
冒
せ
ね
ば
な
ら
癩
、
是
に
於
て
鼎
談
受
蕪
．
論
が

　
起
き
家
る
の
で
あ
る
、
尤
竜
頼
耶
受
込
を
主
張
す
る
も
の
は
、
玉
壷
的
に
翼
試
訳
煎
を
否
定
す
れ
ど

　
竜
、
第
三
者
の
地
位
に
立
て
考
ふ
れ
ば
、
勢
ひ
眞
如
受
煎
を
許
さ
ね
ば
な
ら
滋
こ
と
と
な
る
。

　
　
凡
そ
事
物
の
膿
を
定
む
る
に
、
四
重
の
…
捌
が
あ
る
、
一
に
、
性
溢
泌
論
の
出
馬
、
二
に
撮
假
随
實
の
斑

　
膿
、
三
に
擁
境
論
心
の
出
品
、
四
に
撰
相
懲
性
の
出
額
で
あ
る
、
此
熱
性
用
甥
論
の
出
膿
と
は
、
性
は
性

　
質
、
用
は
作
用
で
あ
う
て
、
各
事
物
の
牲
質
作
用
に
就
て
、
別
や
に
其
膿
を
示
ず
も
の
、
例
へ
は
机
の
膿

　
何
物
憲
う
や
と
問
ム
に
虚
し
木
な
ウ
と
答
ひ
、
硯
の
髄
何
者
よ
う
や
と
問
ふ
に
丸
し
、
石
な
う
と
答

　
ぶ
る
が
如
き
で
あ
る
、
又
擁
假
馬
糧
の
禺
盤
と
は
、
假
億
椴
定
に
し
て
實
は
翼
實
で
あ
る
、
そ
の
椴
定

　
的
な
竜
の
を
實
に
蹄
し
て
髄
を
出
す
こ
と
で
、
例
へ
ば
机
の
禮
は
木
な
二
業
の
膿
は
鷹
な
う
と
い

　
ぶ
に
饗
し
、
更
に
問
を
立
て
騒
滞
水
は
弼
を
禮
と
し
石
は
何
を
膿
と
為
す
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
に
答

　
で
木
竜
石
竜
分
子
叉
は
元
素
を
以
て
朧
と
云
ふ
が
麹
き
で
あ
る
、
擁
境
從
心
の
出
生
と
は
、
境
は
客

　
綱
、
心
は
乙
川
観
に
し
て
、
客
三
階
の
境
を
主
獅
制
の
心
に
從
へ
て
興
膿
を
出
す
竜
の
、
…
桝
へ
ば
木
や
石
は
其

蜘
健
分
子
元
索
獄
う
と
云
ふ
に
灘
レ
更
に
問
を
立
て
・
、
姦
分
子
元
素
は
侮
を
艦
と
な
す
か
と
餐

　
　
　
　
　
蕪
懲
溝
蟻
の
内
，
鱗
、
魏
　
　
　
；
　
　
遣
　
、
　
　
、
　
・
　
　
、
　
　
　
曇
講



　
　
　
　
　
欝
攣
籔
兜
　
簸
灘
牽
繊
、
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
響
　
、
　
　
獲

脚
ば
、
我
心
を
以
て
膿
と
す
と
答
ふ
る
が
無
き
を
云
ふ
の
で
あ
る
、
叉
手
粛
粛
盤
の
鷹
膿
と
は
、
相
は
差

ユ

　
鯛
の
現
象
に
し
て
性
は
革
等
の
響
艦
で
あ
る
、
そ
の
差
荊
の
現
象
界
を
卒
等
の
理
艦
に
蹄
し
て
、
其

　
膿
を
示
す
竜
の
で
、
鯛
へ
ば
萬
法
翼
如
と
い
ふ
が
如
き
擦
れ
で
あ
る
、
此
の
如
く
艦
と
い
ふ
に
就
て

　
種
を
あ
れ
ど
竜
、
今
阿
頼
耶
の
艦
侮
ぞ
と
い
へ
ば
、
翼
癩
蘇
れ
な
蚤
と
云
は
ね
ば
な
ら
職
、
既
に
附
頼

　
耶
の
膿
翼
如
な
れ
ば
随
て
欝
己
の
本
腿
は
翼
癩
と
云
は
ね
ば
な
ら
綴
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
、
窺
己

　
の
本
編
翼
如
な
れ
ば
灘
己
の
爲
す
厨
の
善
悪
何
れ
誌
、
其
慣
習
力
を
灘
己
の
本
舗
に
留
む
る
蟷
の

　
と
い
ぶ
べ
く
、
之
を
留
む
る
が
故
に
將
來
其
結
果
を
招
く
こ
と
を
得
と
云
は
ね
ば
な
ら
織
、
依
て
鰐

　
伽
経
四
雅
に

　
　
如
來
藪
爲
が
無
始
虚
償
悪
習
一
所
レ
重
…
、

　
　
如
來
藏
奢
、
爲
畠
善
不
善
墨
受
｝
苦
樂
ハ
興
“
四
温
碧
生
漸
滅

　
と
云
ひ
叉
運
儒
論
に

　
　
云
何
薫
習
趨
蔚
染
法
一
不
レ
噺
、
燐
調
以
“
依
一
翼
如
法
故
、
有
於
無
明
藪
“
有
．
無
爵
論
法
四
一
故
、
重
重
醐
H
脅
興
如
喉
以
麗

　
　
蕪
習
一
故
、
期
有
二
妄
心
嚇

　
と
云
ふ
て
居
る
、
之
に
依
れ
ば
善
悪
の
重
…
を
受
く
る
惹
の
は
懲
己
の
本
営
た
る
眞
如
是
れ
な
う
と

　
云
は
ね
ば
な
ら
訟
、
然
る
に
鷺
ハ
如
は
蕾
に
我
等
が
善
悪
の
行
爲
に
饗
す
4
‘
9
贋
蕪
露
と
菰
る
ば
か
郵



　
て
な
く
亦
能
黒
の
功
用
も
あ
参
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
其
故
は
眞
如
は
鶴
膿
清
、
浄
に
し
て
無
量
の

　
徳
を
具
へ
て
居
る
、
そ
の
無
量
の
徳
、
内
向
的
に
冥
に
我
心
に
蕪
す
る
か
ら
、
吾
等
を
し
て
生
死
を
厭

　
ひ
浬
磐
を
欣
ふ
心
を
起
さ
し
む
る
の
で
あ
る
、
加
之
、
翼
如
は
客
観
的
封
象
と
な
う
て
、
能
く
吾
入
を

　
し
て
向
上
の
・
滋
に
陣
し
蓬
修
力
行
せ
し
む
る
乏
で
あ
る
、
起
儒
論
に
は
之
を
，
自
野
相
蕪
碧
と
い
ふ

　
て
居
る
、
欝
乎
菩
薩
等
が
吾
等
に
封
し
外
向
的
に
悪
を
距
め
善
を
拗
む
る
の
も
．
是
れ
海
馬
如
の
作

　
用
で
あ
参
て
唯
そ
れ
ば
か
う
で
な
く
．
父
母
容
厩
知
友
等
が
織
己
に
封
し
て
善
を
鋤
む
る
こ
と
竜
、

　
亦
眞
如
作
用
の
窯
習
で
あ
る
、
起
瀬
野
に
は
之
を
用
蕪
警
と
い
ふ
て
贋
る
、
斯
ぐ
翼
如
は
内
に
あ
う

　
て
能
く
我
に
蕪
し
、
叉
外
に
あ
う
て
縁
と
な
曾
て
倒
す
る
か
ら
、
眞
如
は
能
事
の
力
用
あ
う
と
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
も

　
ね
ば
な
ら
臓
、
勝
髭
纏
丁
ブ
に

　
　
由
レ
有
“
如
來
藏
願
鮨
舞
生
死
苦
嚇
樂
求
混
般
黙

　
と
云
ひ
混
繋
経
三
＋
五
什
六
に

　
　
關
…
提
之
人
、
未
來
佛
性
力
故
、
選
生
囎
書
根
嚇

　
と
云
ひ
佛
性
論
三
鷹
に

　
　
爲
性
清
浄
心
名
爲
曽
滋
諦

響
と
云
ふ
が
如
き
は
、
こ
れ
皆
眞
如
に
能
蕪
の
カ
あ
参
と
示
し
海
藻
で
あ
る
・

　
　
　
　
・
善
懸
瞬
報
み
・
胸
　
羅
灘
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
、
　
　
　
畿
獣



　
　
　
　
・
欝
雛
醸
究
・
簸
瞬
↑
灘
競
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
，

躍
　
　
此
の
如
く
爽
如
は
能
蕪
の
カ
あ
る
と
共
に
厩
蕪
慮
乏
救
鼻
て
、
蕎
入
行
爲
の
善
悪
の
蕪
を
受
け

1

　
而
懲
不
断
に
存
在
す
る
ゆ
へ
、
設
ひ
潜
入
の
行
爲
が
暫
謄
に
し
て
滅
し
去
う
て
竜
．
所
蕪
腱
の
翼
如

　
恒
存
す
る
ゆ
へ
善
悪
國
果
の
醐
係
に
於
て
、
恐
竜
其
支
障
を
見
ず
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
上
來
蓮
ぶ
る
所
、
蕃
悪
因
果
の
繭
係
に
於
て
、
吾
人
の
稽
二
塁
爲
に
課
す
る
善
悪
の
原
因
が
、
其
結

　
果
を
招
く
ま
で
、
如
何
に
し
て
存
在
し
得
る
か
に
就
て
、
設
ひ
受
入
の
行
爲
が
暫
時
に
し
て
滅
し
て

　
竜
、
自
己
の
身
膿
中
に
無
表
を
二
二
す
る
か
ら
、
其
無
表
に
ょ
う
て
當
來
結
果
を
招
き
得
る
竜
の
と

　
す
る
が
無
表
雛
嚢
論
で
あ
る
と
し
、
然
も
其
無
表
の
厨
在
に
就
て
、
自
己
の
身
盤
の
侮
れ
の
部
分
で

　
あ
る
か
と
推
究
す
れ
は
、
軍
に
我
身
膣
と
欝
し
て
竜
野
微
底
で
あ
る
か
ら
、
鼓
に
色
心
互
蕪
論
と
な

　
う
意
識
二
重
…
と
な
う
、
更
に
進
み
で
鰻
耶
受
薫
、
異
如
受
上
等
の
論
が
起
る
と
し
陀
の
で
あ
る
、
さ
れ

　
ど
こ
れ
は
唯
概
猛
的
に
論
越
す
る
の
で
あ
ウ
て
、
各
論
議
の
内
容
に
入
う
て
仔
細
に
齪
察
す
れ
ば
，

　
種
々
な
る
意
見
が
含
ま
れ
て
居
る
乙
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
殊
に
善
悪
因
果
と
い
ふ
≧
と
竜
、
其

　
何
者
を
さ
し
て
善
因
と
云
ひ
善
果
と
云
ひ
、
叉
悪
因
と
云
ひ
悪
果
と
い
ふ
か
未
だ
訴
訟
で
な
び
、
通

　
常
世
間
で
善
因
善
果
悪
因
悪
果
と
い
ふ
こ
と
は
、
善
悪
の
原
因
に
よ
轟
て
善
悪
の
結
果
を
招
く
揚

　
合
は
勿
論
芸
無
詑
の
結
果
を
招
く
場
合
を
竜
指
す
こ
と
が
多
ぴ
や
ふ
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
佛
敏

　
の
因
果
法
に
同
類
画
等
流
果
の
因
果
法
と
異
志
因
異
輿
望
の
霞
果
法
と
の
二
あ
る
申
、
異
熟
函
異



熟
果
の
遜
果
を
懲
指
す
こ
と
が
多
い
や
う
で
あ
る
、
然
る
に
翼
の
善
因
善
果
悪
因
悪
果
は
同
類
因

等
流
果
の
騨
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
漁
、
そ
れ
鹸
唯
識
家
で
は
、
種
子
其
者
に
就
て
、
等
流
と
異
熟
と
の

二
大
別
を
憂
し
、
等
流
の
種
子
は
同
類
因
等
流
果
で
翼
の
善
因
善
果
悪
因
悪
果
で
あ
る
が
、
異
熟
の

種
子
は
結
果
に
望
ん
で
唯
事
上
繰
と
な
る
に
懸
ぎ
澱
と
云
ふ
て
居
る
、
此
等
の
こ
と
を
明
瞭
に
ぜ

ざ
れ
ば
未
だ
善
悪
因
果
の
意
義
を
叢
く
し
遊
と
は
云
へ
ね
、
さ
れ
ど
今
は
唯
善
悪
因
果
の
内
面
に

就
て
、
吾
入
の
行
爲
に
於
け
る
原
因
が
獅
何
に
し
て
結
果
を
招
く
嚢
で
存
す
る
や
に
就
て
こ
言
し

た
の
で
あ
る
。
〔
完
ボ
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